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論⽂が出版されるまで
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新たな学術的発⾒ [1/3]
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東⼤などが新型コロナワクチンに関するツイートを分析 職域接種が転換点. TECH+. 
2022年12⽉27⽇. https://news.mynavi.jp/techplus/article/20221227-2547322/

https://news.mynavi.jp/techplus/article/20221227-2547322/


新たな学術的発⾒ [2/3]

4

歩数計を着けると、それだけで⼀⽇の歩数が増える. 毎⽇新聞ウェブ版. 2022年10⽉16
⽇. https://mainichi.jp/premier/health/articles/20221014/med/00m/070/001000d

https://mainichi.jp/premier/health/articles/20221014/med/00m/070/001000d


新たな学術的発⾒ [3/3]
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⻄之表のマゲシカ “独
⾃の遺伝的特徴を持つ” 
研究者が発表. NHK 
News Web. 2023年9⽉20
⽇. 
https://www3.nhk.or.jp/l
news/kagoshima/202309
20/5050024630.html

https://www3.nhk.or.jp/lnews/kagoshima/20230920/5050024630.html
https://www3.nhk.or.jp/lnews/kagoshima/20230920/5050024630.html
https://www3.nhk.or.jp/lnews/kagoshima/20230920/5050024630.html


論⽂と学術雑誌 [1/4]

論⽂
（１）論議する⽂。事理を論じきわめる⽂。議論⽂。
（２）学術的な研究の業績や結果を書き記した⽂。

出典︓⽇本国語⼤辞典

伝統的に学術雑誌を介して流通することが多い。
本発表では、「学術雑誌に掲載された/学術雑誌に掲載されるこ
とを企図した論⽂」を「論⽂」とする。

学術雑誌
狭義には，査読制度を採⽤し，独創性のある最新の研究成果を伝
える投稿論⽂を掲載する雑誌．広義には，学術的な内容の記事を
掲載する雑誌．

出典︓図書館情報学⽤語辞典第5版



論⽂と学術雑誌 [2/4]

論⽂と学術雑誌の関係
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学術雑誌

論⽂A

論⽂B

論⽂C

執筆・
投稿

研究者

読者
（研究者、その他）

⼤学図書館
を通しての
購読、オン
ラインでの
無料公開等



論⽂と学術雑誌 [3/4]

学術雑誌の特徴（図書館情報学⽤語辞典第5版）
•（学会等の）学術団体や研究機関が編集を担う

•投稿規程が整備されていて、研究者は⾃由に投稿できる
• 投稿資格
• 学術雑誌が対象とする分野
• 原稿の体裁
• 原稿の提出⽅法
• 査読（審査）の⽅法
• …

8https://www.ieice.org/jpn/shiori/ess_mokuji.html

学術雑誌に
掲載する論
⽂を決定

←⼈⼯知能（⼈
⼯知能学会の学
術雑誌）
https://www.ai-
gakkai.or.jp/publi
shed_books/jour
nals_of_jsai/

←⼈⽂学報（京
都⼤学⼈⽂科学
研究所の学術雑
誌）
https://www.zinb
un.kyoto-
u.ac.jp/publicatio
ns/zinbun.html

https://www.ieice.org/jpn/shiori/ess_mokuji.html
https://www.ai-gakkai.or.jp/published_books/journals_of_jsai/
https://www.ai-gakkai.or.jp/published_books/journals_of_jsai/
https://www.ai-gakkai.or.jp/published_books/journals_of_jsai/
https://www.ai-gakkai.or.jp/published_books/journals_of_jsai/
https://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/publications/zinbun.html
https://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/publications/zinbun.html
https://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/publications/zinbun.html
https://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/publications/zinbun.html


論⽂と学術雑誌 [4/4]

•掲載論⽂には論⽂名，著者名，所属機関が明⽰され，引⽤⽂献
と抄録があるなどの標準的な形態がある
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論⽂名、著
者名、所属
機関 引⽤⽂献

林和弘, ⽣⾙直⼈, 北本朝展, ⻄岡千⽂, ⻄川開. 
(2023). [A23] オープンサイエンスの潮流とデ
ジタルアーカイブの再構成に向けた⼀考察. 
デジタルアーカイブ学会誌, 7(s2), s111-s114. 
https://doi.org/10.24506/jsda.7.s2_s111

抄録
（abstract）

https://doi.org/10.24506/jsda.7.s2_s111


様々な学術情報メディア

10

研究データ

論⽂

学術図書（専⾨家向け）

百科事典

教科書

新

古

時間の経過

定説化

知識の源泉

下記⽂献の図50を編集して作成
喜多⼀, 北村由美, ⽇置尋久, 酒井博之. 
情報基礎演習 2021. 
http://hdl.handle.net/2433/269640

http://hdl.handle.net/2433/269640


研究プロセス

計画

実験

分析執筆・出版

検索
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https://rcos.nii.ac.jp/service/
をもとに作成（⼀部省略）

本⽇の話題

https://rcos.nii.ac.jp/service/


論⽂が学術雑誌に投稿されてから
出版されるまで
1. 著者は学術雑誌に原稿を投稿する
2. 出版者/編集委員会は原稿を受け付け、編集委員会が原稿の
スクリーニングを⾏って通過/不採択を判定する
• 不採択→ 終了😢
• 通過→ 3へ

3. 編集委員会は査読者を決定する
4. 査読者は査読を⾏い、査読結果を編集委員会に報告する
5. 編集委員会は原稿の採択/条件付採択/不採択を判定する

• 不採択→ 終了😢
• 条件付採択→ 6へ
• 採択→ 7へ

6. 著者は編集委員会・査読者からの条件を参照して原稿を修正
し、修正した原稿を学術雑誌に提出する→ 4へ

7. 出版者、著者らによって校正や出版に向けて必要な⼿続き
（e.g., 論⽂掲載料の⽀払、著作権譲渡）が⾏われる

12



査読による質の保証 [1/2]

•査読の基準は学術雑誌やコミュニティによって異なる

13

査読制度
学術雑誌に投稿された論⽂の内容を査読者（referee）が審査し，
当該雑誌に掲載するか否かを判定する制度．この制度によって，
投稿論⽂と著者は専⾨的承認を受け，⼀⽅学術雑誌は質を維持す
ることができる．査読は，雑誌の編集委員や投稿論⽂の内容に詳
しい専⾨家に依頼する．

出典︓図書館情報学⽤語辞典第5版

https://www.ieice.org/jpn/shiori/ess_5_1.html

https://www.ieice.org/jpn/shiori/ess_5_1.html


査読による質の保証 [2/2]

14

•査読者は掲載可否の判断や、改善点・疑問点をまとめた査読レ
ポートを作成し、編集委員会に共有
• 掲載可否の判断︓採択、条件付採択、不採択

•編集委員会は（通常複数の）査読者からの査読レポートを勘案
し、掲載可否を最終判断

査読を経ているから信⽤できる︕

読者

※ただし、査読は完璧なものではない
• 少数（通常2〜3名）の研究者による審査
• 短期間でのボランティア（無償）での審査



オープンサイエンスと論⽂の出版 [1/2]
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オープンサイエンスはICTによるデジタル化とネットワーク化された
情報基盤およびその基盤が開放する多量で多様な情報を様々に活⽤
して科学研究を変容させる活動であり、産業を含む社会を変え、科
学と社会の関係も変える活動．
林和弘. (2018). オープンサイエンスの進展とシチズンサイエンスから共創型研究への発展. 学術の
動向, 23(11), 11_12-11_29.

→論⽂や研究データのウェブでの無料公開
•「研究成果の共有を迅速かつ⾃由に⾏う」という考え

• 公的な研究資⾦による成果を還元する
• 論⽂や研究データといったあらゆる研究成果を公開することで、①健
全な学術の発展（e.g., 研究の再現可能性の向上）と②新たな研究の創
出に寄与する

• 政策にも反映
•情報技術の発展

• インターネット回線の速度の向上、ストレージ等機器の価格低下によ
り、あらゆるサイズのデジタルデータを共有することが容易になった

• オープンソースソフトウェアが発展し、研究データ等様々な学術情報
を共有するための基盤構築のコストが低下した



オープンサイエンスと論⽂の出版 [2/2]
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Author’s Original

Submitted Manuscript Under Review

Accepted Manuscript

Proof

Version of Record（出版者版）

Corrected Version of Record

Enhanced Version of Record

http://www.niso.org/publications/niso-rp-8-2008-javをもとに作成

従来はこの時点で論⽂が初めて公開される

この時点で論⽂される論⽂（プレプリン
ト）が増えている

査読

投稿

学術雑誌での
出版

オープンサイエンスによる論⽂の出版の変容



プレプリント

17

⼀般的にプレプリントといえば狭義のものを指す。本講座でもプレプリント
は「正式な査読なしに…アップロードされた原稿」とする。

【狭義】正式な査読なしに著者によって公開されているサーバにアップロードされた
原稿 (Berg et al. 2016)
【広義】出版前の原稿 (Mellinger 2017)

Author’s Original

Submitted Manuscript Under Review

Accepted Manuscript

Proof

Version of Record（出版者版）

Corrected Version of Record

Enhanced Version of Record

学術雑誌掲載論⽂の様々な版
狭義のプレプリント

http://www.niso.org/publications/niso-rp-8-2008-javをもとに作成

Berg, J. M., et al. (2016). Preprints for the life sciences. Science, 
352(6288), 899-901. 
Mellinger, M. A. (2017). Science and Engineering Librarianship. 
Encyclopedia of Library and Information Sciences. 

広義のプレプリント
査読

投稿

学術雑誌での
出版



プレプリントを共有するメリット
1. 研究の早期段階の成果をより多くの研究者に対して配信する
ことができる。

2. 特にキャリアの浅い研究者や、新規の分野に移ってきた研究
者は、研究成果の可視性を⾼めることができる。

3. 迅速に研究成果を公開することで、幅広い研究コミュニティ
からのフィードバックを得ることができる。

4. 発⾒とアイデアのプライオリティ（先取権）を確⽴すること
ができる。

5. 研究コミュニティ内で共有とコミュニケーションの⽂化を醸
成する。

6. 著者は無料で成果を公表し、⼀⽅、読者も無料で読むことが
できる。

18

尾城孝⼀. (2020). 進化するプレプリントの⾵景. 情報の科学と技術, 70(2), 83-86.
Tennant, J., Bauin, S., James, S., & Kant, J. (2018). The evolving preprint landscape: Introductory report for 
the Knowledge Exchange working group on preprints. https://doi.org/10.31222/osf.io/796tu



プレプリントの歴史 [1/3]

• 1961年、⽶国国⽴衛⽣研究所
（NIH）は、⽣物学分野のプレプ
リントの流通のために情報交換グ
ループ（IEGs, Information Exchange 
Groups）を⽴ち上げ
• 試験的な取り組みとして開始
• 3,600名以上が参加
• 2,500報以上のプレプリントを収
集・配布

• 郵送費はNIHが負担
• プレプリントとして配布された論⽂
の受け⼊れを学術出版者が拒否した
ことから、1967年に閉鎖

19

尾城孝⼀. (2020). 進化するプレプリントの⾵景. 
情報の科学と技術, 70(2), 83-86.
Cobb, M. (2017). The prehistory of biology preprints: 
A forgotten experiment from the 1960s. PLoS
biology, 15(11), e2003995.

EC Albritton to FHC Crick, 27 January 1961. CSHL 
Archives Repository, SB/11/1/1/43. 
http://libgallery.cshl.edu/archive/files/1539b09e
f1f1623de2858425cda02583.jpg

http://libgallery.cshl.edu/archive/files/1539b09ef1f1623de2858425cda02583.jpg
http://libgallery.cshl.edu/archive/files/1539b09ef1f1623de2858425cda02583.jpg


プレプリントの歴史 [2/3]

プレプリント第⼀の波（1990年代）
• 1991年、⽶国ロスアラモス国⽴研究所の

Paul Gisnparg⽒は、物理学分野のプレプリ
ントサーバーLANL preprint archive（後の
arXiv）を⽴ち上げ
• 物理学分野の研究者はプレプリントを郵送し
合って最新の研究成果の共有を⾏っていたが、
プレプリントサーバー（プレプリントを公開す
るウェブサイト）の誕⽣によって共有が⼤幅に
効率化

• 現在はコーネル⼤学が運営
• 現在は物理学分野以外にも、数学、情報科学等
を対象

• 1994年、社会科学系のプレプリントサー
バーSSRNが誕⽣
• 1997年、経済学分野のプレプリントサー
バーRePEcが誕⽣

20
尾城孝⼀. (2020). 進化するプレプリントの⾵景. 情報の科学と技術, 70(2), 83-86.

https://arxiv.org/list/physics.app-
ph/current

https://arxiv.org/list/physics.app-ph/current
https://arxiv.org/list/physics.app-ph/current


プレプリントの歴史 [3/3]

プレプリント第⼆の波（2010年代）
多くのプレプリントサーバーの設⽴、公開
されるプレプリント報数の増加
•迅速な研究成果の公開の需要

• 機械学習のような進展の早い分野での先取権
の確保

• COVID-19など早期に解決が求められる課題

21

出典︓https://asapbio.org/state-of-
preprinting-2020-04•学術出版者の要件の緩和

• 多くの学術雑誌は、プレプリントとして発表された論⽂を先⾏出版と⾒
做し、投稿受付を拒否することが⼀般的であった

• 現在ではプレプリントとして発表された論⽂の投稿を認める⽅針を⽰す
出版者や学術雑誌が多い

•プレプリントサーバーのプラットフォームの普及
• Center for Open Scienceがプレプリントサーバー構築を可能とするプラット
フォームを提供

尾城孝⼀. (2020). 進化するプレプリントの⾵景. 情報の科学と技術, 70(2), 83-86.

https://asapbio.org/state-of-preprinting-2020-04
https://asapbio.org/state-of-preprinting-2020-04


プレプリントサーバー

22

出典︓Kramer, B., Waltman, L., Sondervan, J., Bosman, J. Preprints and open preprint review: a workshop on 
innovations in scholarly publishing. 2022. https://doi.org/10.54900/c490m3r-r45gr6m

様々な分野、様々な地域のプレプリントサーバー

https://doi.org/10.54900/c490m3r-r45gr6m


広まるプレプリント [1/2]
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新型コロナ XBB.1.5とは
“第9波”は わかってきたこ
と【2/1】. NHK News Web. 
2023年2⽉1⽇. 
https://www3.nhk.or.jp/new
s/html/20230201/k1001396
7281000.htm

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230201/k10013967281000.htm
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230201/k10013967281000.htm
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230201/k10013967281000.htm


広まるプレプリント [2/2]
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ワクチン接種で⾼齢者の感染減少 イスラエルで論⽂発表. 朝⽇新聞デジタル. 2021年2⽉5⽇. 
https://www.asahi.com/articles/ASP250461P24UHBI029.html

https://www.asahi.com/articles/ASP250461P24UHBI029.html


科研費研究成果のリソース種別の経年変化

科研費プロジェクトの学術雑誌
掲載論⽂ではない研究成果の各
リソース種別の件数
•学術雑誌論⽂以外では、会議
録掲載論⽂（proceedings-
article）と書籍の章（book-
chapter）が多い。
•近年は、プレプリントを⽰す
投稿コンテンツ（posted-
content）が顕著に増加してい
る。

25
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科研費（科学研究費助成事業）. ⼈⽂学、社会科学から⾃然科学まで全ての分野
にわたり、基礎から応⽤までのあらゆる「学術研究」（研究者の⾃由な発想に基
づく研究）を格段に発展させることを⽬的とする「競争的研究費」。審査と交付
は⽇本学術振興会によって⾏われている。

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/


科研費研究種⽬別の
研究成果のリソース種別 [1/2]
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 基盤研
究(A) 

基盤研
究(B) 

基盤研
究(C) 

基盤研
究(S) 

挑戦的研
究(萌芽) 

挑戦的
萌芽研
究 

新学術領域
研究(研究領
域提案型) 

特別研
究員奨
励費 

若⼿研
究 

若⼿研
究(B) 

journal-
article 95.24  95.79  96.74  95.76  96.04  96.73  97.05  96.83  97.05  96.76  

proceedings
-article 2.55  2.20  1.60  2.28  1.90  1.63  1.60  1.65  1.38  1.59  

book-
chapter 1.67  1.54  1.28  1.55  1.59  1.27  0.93  0.92  1.00  1.22  

posted-
content 0.24  0.15  0.13  0.18  0.30  0.08  0.32  0.39  0.40  0.14  

book 0.09  0.10  0.11  0.08  0.08  0.15  0.03  0.04  0.06  0.09  

text 0.15  0.12  0.06  0.09  0.04  0.10  0.02  0.09  0.04  0.11  

other 0.07  0.08  0.08  0.05  0.06  0.04  0.05  0.07  0.07  0.10  

 

• 科研費プロジェクトには、基盤研究(B)，若⼿研究等の研究種⽬が存在
• 科研費プロジェクトの研究種⽬別に、研究成果の多様性の調査を実施

科研費プロジェクトの研究種⽬ごとの研究成果の各リソース種別が占める割合
• 2016〜2020年に出版された研究成果が合計10,000件以上ある研究種⽬を対象
• セルのカラーは、各リソース種別ごとの研究種⽬間での割合の⾼低を表現

• ⾚⾊は「他の研究種⽬と⽐較して割合が⾼い」、緑⾊は「他の研究種⽬と⽐較して
割合が低い」ことを⽰す



科研費研究種⽬別の
研究成果のリソース種別 [2/2]

• 若⼿研究者を対象とした特別研究員奨励費、若⼿研究等の研究種
⽬では、学術雑誌掲載論⽂が占める割合が⾼くなっている。

• ⼀⽅、プレプリントを⽰す投稿コンテンツは多い。学術雑誌掲載
論⽂以外で⽐較的割合が⾼いものは、投稿コンテンツのみである。

• 若⼿研究者はキャリア形成のためには学術雑誌掲載論⽂の出版が
重要と捉えており、学術雑誌掲載論⽂に直結し、早期の研究成果
の共有を実現して被引⽤数等の指標を⾼くするプレプリントの⽣
産に価値を⾒出していると推察できる。
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 基盤研
究(A) 

基盤研
究(B) 

基盤研
究(C) 

基盤研
究(S) 

挑戦的研
究(萌芽) 

挑戦的
萌芽研
究 

新学術領域
研究(研究領
域提案型) 

特別研
究員奨
励費 

若⼿研
究 

若⼿研
究(B) 

journal-
article 95.24  95.79  96.74  95.76  96.04  96.73  97.05  96.83  97.05  96.76  

proceedings
-article 2.55  2.20  1.60  2.28  1.90  1.63  1.60  1.65  1.38  1.59  

book-
chapter 1.67  1.54  1.28  1.55  1.59  1.27  0.93  0.92  1.00  1.22  

posted-
content 0.24  0.15  0.13  0.18  0.30  0.08  0.32  0.39  0.40  0.14  

book 0.09  0.10  0.11  0.08  0.08  0.15  0.03  0.04  0.06  0.09  

text 0.15  0.12  0.06  0.09  0.04  0.10  0.02  0.09  0.04  0.11  

other 0.07  0.08  0.08  0.05  0.06  0.04  0.05  0.07  0.07  0.10  

 



（サイニーリサーチ）

学術情報の発⾒を可能にする
ディスカバリーサービス
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CiNii（サイニー）

国⽴情報学研究所が提供してきた
学術情報検索サービス

論⽂の検索
（2022年4⽉18⽇にCiNii Researchに統合）

⼤学図書館に所蔵されている
図書の検索

博⼠論⽂の検索



30

論⽂・図書・学位論⽂

研究データ

研究データ管理
（RDM）

歴史的・⽂化的資料

デジタルアーカイブ

抽象度⾼

学術コンテンツ流通の拡がり

① データ利活⽤／国際的な
共同研究の促進

② 公的資⾦による研究成果
の社会への還元

③ 研究公正への対応

国際社会の要請

資⾦配分
機関

研究機関
（⼤学等） 研究者

オープンアクセスの推進

ファクト
・

エビデンス



研究
課題

論⽂
情報

書誌
情報

研究
データ

博⼠
論⽂

研究関連リソース

CiNii Researchが備えるべき要件

2つの要件を満たす、新しい検索基盤として、
CiNii Researchを開発

研究関連リソース間
の探索

（ディープサーチ）

サービス⼀本化
による横断検索
（イージーアクセ

ス）



（サイニーリサーチ）
2021年4⽉に正式公開された、国⽴情報学研究所の新サービス
⼀つの検索画⾯から多様な学術情報へ、イージーアクセス

https://cir.nii.ac.jp/ 
論⽂ 図書

研究プロジェクト博⼠論⽂
研究データ

ファンディング情報

博⼠号情報

OpenBDを利⽤した
書影画像

データ本体への
アクセスリンク

参考⽂献や引⽤
情報
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CiNii Researchに含まれる学術情報の件数

1億件以上の論⽂、研究データ、
プロジェクト、図書等を搭載

2023年4⽉時点のCiNii Research検索エントリ数
論⽂ 51,648,929

研究データ 537,607
本 13,197,484

博⼠論⽂ 701,544
その他成果物 853,470
プロジェクト 1,030,574
研究者 118,763,900
計 186,733,508

これらのデータは、NIIが以前から公開していた学術サービス、

等のデータを搭載し、さらにデータを追加中。

⽇本の研究者に
関係する

リソースを網羅的に
検索できる為に

フルカバーを⽬指す
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CiNii Researchのデータソース
データベース名（提供機関） 収録データベース記号 収録データ種別

Japan Link Center JaLC
論⽂
研究データ

学術機関リポジトリデータベース IRDB
論⽂
研究データ

雑誌記事索引データベース NDL 論⽂
国⽴国会図書館デジタルコレクション NDL-Digital 論⽂
Crossref Crossref 論⽂
医中誌Web － 論⽂
⽇経BP記事検索サービス Nikkei BP 論⽂
⽇本農学⽂献索引 IRDB 論⽂
情報学広場︓情報処理学会電⼦図書館 IRDB 論⽂
情報学広場︓AI書庫 IRDB 論⽂
⽇本建築学会ジャーナル IRDB 論⽂
CiNii Articles CiNii Articles 論⽂
CiNii Books CiNii Books 図書・雑誌
CiNii Dissertations CiNii Dissertations 博⼠論⽂
DataCite DataCite 研究データ
JDCat JDCat 研究データ

国⽴国語研究所 NINJAL
論⽂
研究データ

情報学研究データリポジトリ IDR
論⽂
研究データ

DBpedia DBpedia
論⽂
研究データ

Rikkyo University Data Archive RUDA 研究データ
Integbioデータベースカタログ Integbio 研究データ

科学研究費助成事業データベース KAKEN
プロジェクト
論⽂
図書

科学研究費助成事業データベース（研究者を探す） KAKEN(Researchers) ⼈物（研究者）

https://support.nii.ac.jp/ja/cir/cir_db



NII研究データ基盤での
CiNii Researchの位置付け
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出典︓https://rcos.nii.ac.jp/service/

https://rcos.nii.ac.jp/service/
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リソース件数の急増

表⾯はシンプルなインターフェースだが、
裏側はドラスティックに変化を続けている
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⽉
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22
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⽉

20
22

年6
⽉

20
22

年7
⽉

CiNii Researchコンテンツ件数の増加
コンテンツ数が1年3か⽉で2.5倍に

Crossref
関連書誌追加

CiNii Articles論⽂
リソース追加

NDL図書
リソース追加
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CiNiiの利⽤状況

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

Monthly page views (2016)

by human visitors

by API

7千万

6千万

4千万

3千万

2千万

1千万

ページビュー（2022年度）

⼈による閲覧

機械による閲覧

Human

API

検索  1,000万回⽉間
平均 詳細表⽰ 2,030万回⽉間

平均

5千万

※ CiNii Research, Books, Dissertations の合計値（APIを含む）

年間 ６億６千万
ページビュー
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CiNii収録件数と検索回数

1060 1150 1200 1280
1430

2540
2644 2745

2977
3116 3188

3303 3417 3513 3620 3663

6593

1329

2892

3500

6410 5760 6046 5758

7124

7823

8109

7484 6529 7689

8283
8822

8400

11976
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1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000
2,200
2,400
2,600
2,800
3,000
3,200
3,400
3,600
3,800
4,000
4,200
4,400
4,600
4,800
5,000
5,200
5,400
5,600
5,800
6,000
6,200
6,400
6,600

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

収録件数 検索回数

2009.4
UI

リニューア
ル

2007.4
グーグル

連携

詳細表⽰ 2,030万回

検索回数 1,000万回2022年度
⽉間平均

2022年度
⽉間平均

収録件数
(万件)

検索回数
(万回)

2011.11
Books 公開

2015.6
Dissertations 

公開

※ 2022年度の収録件数はCiNii Researchの論⽂・図書・博⼠論⽂・研究データの合計値。
検索回数はCiNii Research, Books, Dissertationsの合計値（API を除く）。

2021.4
Research

公開
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CiNii Researchトップ画⾯

https://cir.nii.ac.jp/

好きなキーワードを⼊
れて検索︕

https://cir.nii.ac.jp/
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CiNii Research検索結果⼀覧

「論⽂」を選択
（論⽂以外にも、研究データや
プロジェクトを検索することが
可能）

論⽂、研究データ、図書、研究プロジェクトなど多様な学術情報を
キーワードなどによってシンプルに横断検索（イージーアクセス）
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CiNii Research論⽂詳細画⾯

…

この論⽂の参考⽂献

この論⽂に関連する研究プロジェクト

論⽂、研究データなど学術情報の詳細
ページにおいて、関連する研究データ、
論⽂、研究プロジェクトなどを探索
（ディープサーチ）

https://cir.nii.ac.jp/crid/1360291058739883648

https://cir.nii.ac.jp/crid/1360291058739883648
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CiNii Research研究データ詳細画⾯

https://cir.nii.ac.jp/ja/crid/1460007980297681024

再利⽤する際の
ライセンス情報

このデータを利⽤して
発表された論⽂

https://cir.nii.ac.jp/ja/crid/1460007980297681024
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進化する学術情報リソース
オープンサイエンスや研究のデジタルトランスフォーメーションに伴い、
論⽂や研究データは継続的に更新、修正、拡張されるようになっている。
学術情報検索サービスには、複数のバージョンの記録（Record of 
Versions）を整理・提⽰することが求められており、研究の発展のトラッ
キングと研究のダイナミクスの把握が可能となる。

Author’s Original

Submitted Manuscript Under Review

Accepted Manuscript

Proof

Version of Record（出版者版）

Corrected Version of Record

Enhanced Version of Record

http://www.niso.org/publications
/niso-rp-8-2008-javをもとに作成

論⽂ 研究データ

https://zenodo.org/
record/8220599

https://zenodo.org/record/8220599
https://zenodo.org/record/8220599
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CiNii Researchでの
論⽂のバージョン情報の表⽰（未公開）



45

CiNii Researchが進める取り組み [1/2]

■外部データソースの追加
・国内分野別データベース追加
・海外データベース追加
・プロジェクトデータベース追加

■⼈物検索機能
・検索カテゴリへの「⼈物」の追加
・「⼈物」ごとの研究成果の可視化

■プレプリント検索
・既にCiNii Research内に「論⽂」
として登録された情報からプレプリ
ントサーバ由来の物を抽出するサブ
サービス

⽣命科学の研究論⽂を提供するPubmedの検索画⾯

⼈物の検索結果詳細画⾯(イメージ)
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CiNii Researchが進める取り組み [2/2]

欧州OpenAIREのダッシュボード画⾯

■ラボサイト構築
・ユーザコミュニティとのチャンネル
・ダンプデータやマッピング基準の公開、今
後の新機能ベータ版の先⾏利⽤のためのス
ペースとして考案

■翻訳機能
・対訳が登録されていないメタデータの
⽇英⾃動翻訳をCiNii Research内で実施
し、検索結果に表⽰する機能

■ダッシュボードモニタ機能
・機関ごとの論⽂成果物やオープン
データの件数、割合を算出、グラフ
やリスト化での可視化を⾏い提供す
る

CiNii Research機関向けのダッシュボード画⾯
(イメージ)



論⽂が出版されるまで
•論⽂は、査読（専⾨家による審査）を経て学術雑誌に掲載され
ることで流通してきた
•近年のオープンサイエンスの流れの中で、迅速な研究成果の共
有を⽬指して、プレプリント（査読を経ていない投稿原稿）の
公開が増加している

→学術情報検索サービスも継続的に更新・修正・拡張される論
⽂に対応していく必要
CiNii Research（サイニーリサーチ）
•国⽴情報学研究所が提供する論⽂、研究データなど様々な学術
情報の検索を可能にするディスカバリーサービス
• キーワードによるシンプルな横断検索（イージーアクセス）
• 研究関連リソース間の関係に基づく探索（ディープサーチ）

•論⽂・研究データ等の複数のバージョン情報の表⽰インタ
フェース
•学術情報の探索を可能にする様々な開発（⼈物検索、翻訳）
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まとめ


